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1. 本誌 は､物性 の研究 を共同 で促 進 す るため､研究者 が その研究 ･意

見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､研究 に関連 した情 報 を速 や か

に交換 しあ うことを目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡渇

載 内容 は､研究 論 文､研究会 ･国際会 議 な どの報告､講義 ノー ト､

石井究 に関連 した諸 問題 につ いての意見､ プ レプ リン ト案内､ ニ ュー

スを どです ｡

2. 本誌 に掲 載 され る論文 につ いては､原則 と して審査 を行 をい ませ

ん｡但 し､編 集者 が本誌 に掲 載 す ることを著 しく不適 当 と認 めた ち

の につ いては､改言丁を求 め､ または掲 載 を拒絶 す ることがあ ります｡

3. 本誌 の掲 載 論文 を他 の学術雑誌 に引用す ると きは､著 者 の承.諸 を

得 た 上で Private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字詰原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のページ数 を節約 す るため

に極 力簡潔 にお書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい｡

3. 数式 ､記号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿規 定 に準 じ､

立体 "["､ イ タ リック Hh ''､ ゴシ ック "一､."､ ギ リシャ文字 "ギ"､

花 文字 ､大文字 ､′J､文字等 を赤 で手旨志 して下 さい｡ 又特 に区別 しに

くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､Cとe､ 1(ェ ル)と1(イチ)､Xと×(カケ
ル)､ uとV､ 千(ダガ-)と+ (プ ラス)､4･と卓とF'と¢等 も赤 で指定 し

て下 さい｡

4. 数式 は 3行 にわた って大 きく書 いて下 さい ｡

5. 1行以内 にお さま らをい可能性 の あ る長 い数式等 は必ず■改行 の際

の切 れ 目 を赤 で手旨定 して下 さい｡

6. 図 は その まま印刷 で きるもの (原則 と して トレー ス された もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論文末尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位置 を

本 文の欄外 に赤 で才旨定 して下 さい｡図 の轟宿尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡

図 の説 明 を含 め 1頁 (13×19cIぱ)以内 に入 らない もの､ その まま印

刷 で きない図 は原則 と して著 者 に返 送 し､書 き改 めていただ きます｡

国 中の文字 は才古宇 にいた しませ ん ｡ 図 の説明 は別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい｡

7. 投稿 後 の原稿 の訂正 はで きるだけ避 け るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 御希望 の方 は投稿 の際 に50部 以上10部単位 で お申込 み下 さい｡

別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 にご請求下 さい) に従 い､別刷 を受取 っ

てか ら 1ケ月以内 に納 めて下 さい ｡ (郵便切 手 によ る受付 はいた し

ません｡)

9. 原稿締 切 日は毎 月 5日で､原則 と して次 月発行詰 に掲 載 され ます｡
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プレプリント案内

〔東京大学理学部物理 鈴木(増)研究室〕
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HCpLattice
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(1483) D!E.WolfandR.B.Griffiths
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(1484) Y.Ono,Y.OhfutiandA.Terai
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mensurability3

(1485) Y.OonoandP.Baldwin

CooperativeDiffusionofSemidilutePolymerSolution:APreliminaryStudy

(1486) M.OgataandY.Wada

ViscosityofaKinkintheOne-Dimensional¢4system

(1487) T.Kebukawa

ReducedModelofAnderson-Hamiltonian.ⅠⅠ一一ExactSpinEigenstates一一

(1488) Y.Yamazaki,M.Ochiai,A.HolzandY.Fukuda

Fluctuation-inducedfirstorderphasetransitionofextendeddefectN･componentsys-

temsincubicanisotropICCryStallines

(1489) Y.Yamazaki;A.Holz,M.OchiaiandY.Fukuda

StaticanddynamiccriticalbehaviorofextendeddefectN-componentsystemsincubic

-982-



プレプ リン ト案内

anisotroplCCryStallines

(1490) H.Umezawa

ARoleorThermalStateConditionsinEquilibriumandNon-EquilibriumThermoField

Dynamics

(1491) H.Mori,ち.C.SoandS.Kuroki

SpectralStructureoflntermittentChaos

(1492) J.Amarand∫.D.Gunton

Free-fermionapproachtothecommensurate-incommensuratetransitioninamodelof

Si/W(110)

(1493) K.Hida

FiniteTemperaturePropertiesoftheDampedOneDimensionalQuantumSine-Cordon

Model

(1494) 0.Nagai,Y.Miyatake,Y.YamadaandH.T.Diep

phas･eTransitionofaThree-DimensionallsingMagnetwithFi山teZero-PointEntropy

(1495) S.Takada,K.Y.M.WongandT.Holstein

DamplngOfChargeDensityWaveMotion

(1496) R.Mor√andB.Ⅰ.Halperin

Monte-CarloEvaluationofTrialWavefunctionsfortheFractionalQuantizedHallEffect:

Ⅰ.DiscGeometry

(1497) K.Makoshi

Uniform SusceptibilityofNearlyFerromagneticAntiferromagnet

〔東京大学理学部物理 和田研究室〕

595 T.Kebukawa

ReducedModelofAndersonHamiltonian2--ExactSpinEigenstates一一

596 K.Yamajl

TheoryoftheFieldJnducedSDW intheBechgaardSalts

597 V.G.Kogan

Normalpartof(H,T)PhaseDiagramorSuperconductor,PossibleApplicationstoProx血ity

Systems

598 Y.Suzumura
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プレプ リン ト案内

InterchainCouplingin Quasil0ne-DimensionalSuperconductors

599 M.Grunewald,追.Movagher,B.PohlmannandD.Wurtz

HopplngTheoryofBandTailRelaxationinDisorderedSemiconductors

600 D.Wurtz,B.Poumannand追.Movaghar

TrappinginQuasi-LocalizedSystems:From ExponentialtoPowerLawDecay

601 K.Hida

Fi血teTemperaturePropertiesoftheDampedOneDimensionalQuantum Sine-Cordon

Mode1

602 A.Sakuma,Y.Kuramoto,T.WatanabeandC.Horie

4rRelatedResonantPhotoemissionSpectraorCeMetals

603 Y.KuramotoandE.Muller-Hartmann

AnalyticalResultsonDynamicsoftheDegenerateAndersonModel

604 Y.Kuramoto

Self-ConsistentPerturbationTheoryforValence-FluctuatingLattice

605 K.YamadaandK.Yosida

GroundStateofthePeriodicAndersonHamntonian

606 X.SunandC.･Q.Wu

TheLocalizedVibrationalModesofSolitoninTrams-(CH)Ⅹ

607 Y.OnoandH.Ito

QuantizationofPhononsandRamanScatteringinaContinuum ModeloftransIPoly-

acetylene

608 S.Takada,K.Y.M.WongandT.Holstein

DamplngOfChargeDensityWaveMotion

609 K.Murata,Tokumoto,Bando,Tanino,Anzai,Kinoshita,Kajimura,Saito,Ishiguro,

HighTcSuperconductingStatein(BEDT-TTF)2t血alides

610 T.Fujita,K.Satoh,Y.OnukiandT.Komatsubara

SpecificHeatoftheDenseKondoCompoundCeCu6

611 Y.Onuki,Shibutani,Hirai,Komatsubara,Sugiyama,Oda,Nagano,Sato,Yonemitsu,

CharacterizationofRondoLatticeSubstance:CeCu6

612 Y.Onuki,T.Hirai,T.,Komatsubara,Takayanagi,Sumlyama,Furukawa,Oda,Nagano,

AnisotropicSuperconductivityandMagneticSusceptibilityinCeCu2Si2SingleCrystals

613 R.Balakrishnan,

SolitonPropagationinNon-Uniform Media
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615

616

プ レプ リン ト案内

∫.T.Gammeland∫.C.Hicks

Theboundaryconditionsonatrams-polyacetylenechain

C.A.CondatandT.氏.Kirkpatrick

Localizationandscatteringoracousticwavesinaone･dimensionalrandomsystem:apro･

posedexperiment
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ニュース

〔東京大学教養学部〕

0人のうごき

菱沼 直志 (西独 )

一ノ瀬郁夫 (ニューヨーク市立大 )

o散話会

7月16日 ttCoulombEffectonGoldstoneBosomsinSDW andSuperconducti-

vlty"

oセ ミナー

7月 5日 くくRipplonicPolaronsA2D WignerCrystal= 斉藤基彦 (東大教養 )

7月 8日 "2次元金属表面上の吸着層の配置構造〝 新庄和正 (東大物性研)

7月12日 "ギプスの変分原理と大きなずれ〝 高橋陽一郎 (東大教養数学 )

〔北海道大学理学部〕

0人のうごき

1985年5月 大川房義氏 (東大物性研) 北海道大学理学部物理-着任

o談話会

6月 13日 "a-1/2の三角格子反強磁性体〝 平川金四郎氏 (東大物性研)

7月 3日 "FrustratedLatticeにおける反強磁性′､イゼンベルグモデル〝

小口武彦氏 (東工大 ･理 )

7月 10日 "半導体物理の30年〝植村泰忠氏 (東理大 )

7月18日 "高密度近藤状態を中心とした最近の磁性研究について〝芳田 杢氏

(東理大 ･理工 )
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編 集 後 記

京に2年余住んでいるが,今だ訪れた寺社はわずかである｡幼児がふたりいるため自由がき

かない｡今までは東の東福寺 ･醍醐寺 ･平等院 ぐらいのものだったが,4月に親類のものが車

で訪れてきたのでそれを機会に,北-足をのばしてみた｡学会前のため三千院では物理研究者

達と顔をあわせてしまったがトさらに下鴨神社 ･御所などを散策する｡木々の古さ,大きさに

まず感銘 してしまう｡

他に書くことがないのでせめて快いことを書いています0 2日前には京大の創立記念音楽会

というものがあり,野島稔というピアニス トが熱情ソナタetcをひいた｡大変に見事な熱演で

あったo聴衆がGパンの学生ばかりで実にもったいないo′この時間に基研ではセミナーが開か

れていた｡

昔の物性研究誌を見ている｡Gunton･甲irota･･･等々の講義録がでてくるo この雑誌は

総 じていえば編集者の人の良い奉仕で続いてきたことがわかる｡さてこれからもそうしなけれ

ばならないのか ･･-･｡

(A.0.)

物 性 研 究 第44巻第6号 (昭和60年 9月号) 1985年91月20日発行

発行人 蔵 本 由 紀 〒606 京都市左京区北白川追分町

京 都大学湯川 記念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印刷 所 〒606 京都市百万辺交叉点上ル東側
TIll｣(075)721-4541-3

発行所 物性研究刊行会 〒606 京都市左京区北白川追分町
京 都大学湯 川 記念 館 内

年額 13,200円
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会員規定

個人会 員

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 をとって い ます ｡ した がって､ 3月未 ま

で にな るべ く 1年 間分会 費 を御 支払 い下 さい｡

なお新規 入会 お申込 みの場合 は下記 の会 費以外 に入会 金 と し

て､100円 お支払 い下 さい｡

1年 間の会 キ

1stvolume (4月号 ～ 9月号) 3,000円

2ndvolume (10月号- 3月号) 3,000円

計 6,000円

(1年分 ま とめてお支払 いが困難 の向 きは 1volume 分 ずつ で も

結構 です)

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御利 用 の上御納 入下 さい ｡

(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現金書留 は御遠慮 下 さい)

をお通信欄 に送金内 容 を必ず明記 して下 さい｡

雑誌購読 者以外 の代理 人 が購 読料 を送金 され る場 合 ､必ず会 員杏

人 の名前 を明記 して下 さい｡

3. 送本 中止 の場 合 :次 の V｡lumeよ り送本 中止 を希望 され る場合 ､

かな らず-｢退 会届 ｣ を送イ寸して下 さい｡

4. 会 費 の支払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と しては､正 当 な理 由 な く2

vols.以上 の会 費 を滞納 された場 合 には､送本 を停 止 す ることにな

って い ますの で御留 意下 さい｡

5. -一括 送本 を受 け る場 合 :個 人宛送本 中 に大学等 で一括 配布 を受 け

る様 になった場 合 は､必ず ｢個 人宛送本 中止 ､一括 配布 希望｣ の逮

知 を して下 さい ｡ 逆 の場 合 も同様 です｡

6. 送本先変更 の場 合 :住 所 ､勤務先 の変更等 によ り送本先 が変 った

場 合 は､必 ず送本先変更届 を提 出 して下 さ い ｡

学校 ､研 究所等機 関会 員

1. 会 費 :学校 ･研究 所･等 での入会 及 び個 人 で あって も公費払 いの と

きは機 関会 員 とみ な し､代金 は､ 1冊 1,100円､ 1Vol,6,600円 ､

年 間 13,200円 です｡ この場合 ､入会 金 は不用 です｡学校 ､研究所 の

会 費 の支払 いは後払 いで も結構 です ｡ 入会 申込 み をされ る暗 ､支孤

いに請求､見積 ､納 品書が各何 通必要 か をお知 らせ下 さい｡

なお､ 当会 の請求書類 では支払 いがで きない様 で した ら､貴校 ､

貴研究機 関 の請求書類 を送付 して下 さい｡

2. 送本 中止 の場 合 :発行途 上 にあ る volumeの途 中送本 中止 は認 め

られ ませ ん｡退 会 され る場 合 には､ 1ケ月前 ぐらいに中止時 期 を明

記 して ｢退 会･届｣ を送付 して下 さい ｡

雑 毒舌未着 の場合 :発行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡下 さい.

物一性研究刊 行会

〒606第都市左京 区北 白川追 分町 京 都大学湯 川記念館 内

℡ (075)751-2111内線7051 (075)72213540(直通)
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